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　皆様、本日は私のためにお集まりくださいましてありがとうございます。
　又、石川学長、大谷学科長を始めこの度の最終講義開催にご尽力ください
ました皆様に心より感謝申し上げます。
　いつもは学生の皆さんが相手ですが、今日は先生方もいらしてくださって
いて、おまけに最終講義などというものは今までしたことがないものですか
ら、いささか緊張しています。そんな訳で原稿などというものを用意してま
いりました。どうぞよろしくお願いいたします。
　始めに、私が研究活動を始めたのは二十代の半ば大学院の学生の頃ですが、
先ずはその後の活動の原点ともなった二人の作家の作品についてお話させて
いただきます。
　最初の作家はアメリカ人で後にイギリスに帰化した T・S・エリオット (T. 
S. Elliot, 1888-1965) という偉大な詩人です。彼の詩集『四つの四重奏』
（Four Quartets, 1943）は「現在の時過去の時は / おそらく共に未来の時の
中に存在し / 未来の時はまた過去の時の中に在るのだ。」（二宮尊堂訳）とい
う言葉で始まります。この一節との出会いから私はエリオットの作品と本格
的に取り組むことになりました。実はこの詩はカトリックの教義ではある種
異端とも称される神秘主義的な作風で書かれたものです。この長編詩は、今
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はすっかり荒廃したバラ園（ヨーロッパにおけるキリスト教文明に対する表
象）に足を踏み入れた詩人が、散策中雲間から差し込んだ束の間の光によっ
て、噴水は豊かな水を湛え、鳥が啼き花咲き乱れるかつての庭園の姿を垣間
見るという場面でクライマックスを迎えます。それは真実（reality）の開示
の瞬間を意味していて、そのことで詩人の祈りは成就し、それがもたらす祝
福で幕を閉じます。
　この作品が私にとって重要な意味を持っていたのは、宗教は異なります
が、一人の信仰者として“祈りがもたらすものは何か”というある種の難題
（aporia）に向き合っていたそのころの私に多くの示唆を与えてくれるもの
であったからです。そして、いつの間にかそこに書かれた詩句のいくつかは
何かのきっかけで私の口をついて出てくるようになってしまいました。例え
ば苦しい状況に追い込まれた折には「人はあまりの真実に耐えられない」（ 
“People cannot bear very much reality”） とか カトリックの祈りの言葉「思
いつつ思わぬすべを教え給え」（“Teach us to care or not to care”） とか。（同
じく二宮尊堂訳）
　次に出会ったのはジェームズ・ボールドウィン（James Baldwin, 
1924-87）というアメリカの黒人作家で、彼の代表作『もう一つの国』
（Another Country, 1962）はエリオットとは全く異なった意味で、多くの示
唆を受けました。タイトルはアメリカという国には目に見えないもう一つの
国があり、それはどこにあるのかといえば黒人の心の中に存在することを意
味しています。遥か昔故国の人々や言語は勿論のこと伝統や文化などすべて
を根扱ぎにされ、アフリカ大陸から奴隷として新大陸に連れてこられた人々
の子孫である黒人たちにとって、自分たちは何者であるのか、アメリカ人で
黒人であるということはどういう意味を持つものか、こうした根源的な課題
は黒人作家にとって、常に重要なテーマの一つでありました。ボールドウィ
ンはこの課題に対して無意識の領域にまで組み込まれた黒人の意識の世界
（つまりもう一つの国）に焦点を当て、彼らはそれを神話（myth）と呼ん
でいます、描くことを試みました。一人の人間が真の意味で自己を確立する
ためにはこうした自己実現というプロセスが必要です。それは人種や時代を
超えた極めて普遍的な課題ですが、それには厳しく痛ましい作業を伴います。
先ほどの引用「人はあまりの真実に耐えられない」の言葉どおり、この作品
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の主人公はハーレムのブルックリン橋から身を投げて死んでいきます。私も
その橋のたもとに立ったことがありますが、幸いにも身を投げることをもな
く、今日も元気に生き伸びています。
　この作品が問いかける「私は何者なのか」、「世界の中で自分をどう位置付
けるのか」という命題は、一人の人間としてはもとより、私がそのころ模索
していた研究者としての私の位置付けと重なり、私に新しい世界を提示して
くれるものとなりました。そしてそのことがきっかけとなり、黒人文学の世
界へと入っていくことになります。
　こうして月日が流れていったのですが、そんな中、ある時私は翻訳の仕事
の依頼を受けました。それは共訳で『愛と哀 / アメリカ黒人女性労働史』（學
藝書林 1997年）という書名で出版されました。（原著：Jacqueline Jones, 
Labor of Love, Labor of Sorrow ― Black Women, Work, and the Family from the 
Slavery to the Present ― , 1985）原題を訳しますと「愛の労働、哀しみの労
働―奴隷制から現代までの黒人女性，労働、そして家族」となります。私は
歴史が専門ではないのですが、黒人文学に携わっているということでお声を
かけて頂きました。そのことが文学だけでなく黒人女性に関するものに目を
向けるきっかけとなりました。また、東洋哲学研究所の嘱託研究員として
「宗教と女性」というプロジェクトに参加させていただいていることで（実
を言いますと、今は名ばかりで休眠中なのです）、黒人女性と宗教にも目を
向けるきっかけをいただきました。
　ここからはそうした経緯を経て取り組むことになった黒人女性の世界につ
いて、その一端を話させていただこうと思います。前置きが長くなりました
が、ここからが私が学生の皆さんに伝えたいメッセージです。
　『愛と哀』の中でも引用されていますが、黒人の女性で民族学者のゾラ・
ニール・ハーストン (Zora Neal Hurston, 1901-1960)は黒人女性を「この
世の騾馬」と称しました。騾馬という動物は牡ロバと雌馬との雑種で、荷物
の運搬など労役に使われる家畜です。それは過酷な労働に耐え抜き、女性と
しての尊厳を徹底的に踏みにじられる状況の中に在っても（奴隷は家畜同様
所有者の貴重な財産で、奴隷が子供を産むと財産が増えることになる）、子
供を産み育て命を世代から世代へと繋いでいった黒人女性を形容する言葉で
す。
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　こうした女性たちの中から卓越した能力を持ち、優れた功績を残した
人たちが誕生するのですが、その中の一人に「リビアの巫女」と呼ばれ
たサジャナー・ツルース (Sojourner Truth, 1793-1883)（本名：Isabella 
Baumfree）がいます。奴隷だった彼女は自分で自分を買い取ることで解放
された後、福音伝道者、奴隷制度反対論者、女性参政権運動者となります。
彼女の経歴は、南北戦争当時奴隷制度廃止運動と女性参政権運動は連動して
いたことを示しています。ツルースは 1857年に開催された第一回の「女性
大会」に招待され、「私は女じゃないのですか」(“Ain’t I a Woman?”)とい
う有名なスピーチを行いました。その中で彼女は「私は男と同じに斧を振る
い鍬を持って働いたし、男と同じにたくさん食べた。だから私は女ではない
のですか？」、つまり、彼女は自分が女性であるにもかかわらず男性と同等
の働きができるのだから、女である自分は男性とは平等なのだと主張したの
です。
　又私はツルースに代表されるような名を遺した人物だけではなく、精一杯
生き名もなく死んでいった無数の女性たちにも強く心惹かれます。『愛と哀』
にも多くみられますが、アフリカの口承文化の継承である一族の中で語り継
がれてきたこうした女性たちの生涯は、特に 1970年代以降黒人の女性作家
たちの手によって作品の中で蘇ることになります。その作業は後世の黒人女
性たちが彼女たちに捧げたオマージュ（賛辞）ともいえるでしょう。ノーベ
ル文学賞受賞作家で現在も活躍中のトニ・モリソン (Toni Morrison, 1931- )
は、こんな出来事を語ったことがあります。「私が小説を書いていると、い
ろんな女性たちが次々に私の肩の辺りにやって来て、私の耳元でそっと『私
のことも書いてちょうだい』と呟いていった」と。不思議な話ですが、私も
そうでしょうとも、そうでしょうともと、思わず呟いてしまったことを思い
出します。
　次に紹介する人物は逃亡奴隷としてニューヨークに渡り、自伝的小説『あ
る奴隷少女に起こった出来事』(Incidents in the Life of a Slave Girl, 1861)を
書いたハリエット・ジェイコブス (Harriet Jacobs, 1813-1897)です。この
小説は作者の体験から生まれた奴隷制度の実態を描いたものですが、彼女は
逃亡を決行するまでの７年間を自由黒人の祖母と自分の子供たちが住む家の
物置の屋根裏で隠れ住みました。そこは真っ暗で、手足を伸ばすことは勿論
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上半身をかろうじて起こせる程の広さしかなかったということです。作品の
中で語られる彼女の逃亡の手助けをした人々やニューヨークで出会った著名
な奴隷制度廃止論者たちとのエピソードは資料としても非常に貴重なもので
す。
　最後に紹介したいのは、宗教の世界で活躍した女性たちです。彼女たちは
並外れた信仰心の持ち主で、命がけで全米各地を布教の旅をして回りました。
最も有名な人物はすでに紹介したサジャナー・ツルースですが、そのきっか
けになった出来事はほぼ共通しています。白いローブを纏ったイエス・キ
リストが現れ、彼女たちを水辺にいざなったというものです。ジャレーナ・
リー (Jarena Lee, 1783-1855?)は自伝を出版した最初の黒人女性とされて
いますが、その中に記されているエピソードを紹介したいと思います。19
世紀中期のアメリカではメソジストの改宗運動が盛んに展開されていました。
彼女も家事や子育てを二の次に、キャンプと呼ばれる野外集会に奔走します。
近隣の人々が集められた集会では、主催者の信仰の体験談が語られ、その後
集まった人々に改宗を勧めるというものです。彼女の伝記からはこうした活
動の熱気が伝わってきます。
　信仰心とか使命感は社会的な立場の制約を受けません。ただ神様と自分の
関係の中において成立するものであるからです。そういった意味で、過酷な
現実を生きる黒人女性にとって自由に自分の能力を最大限に発揮できる場が
宗教の世界であったといえるのではないでしょうか。しかし当時の宗教界で
はこうした女性たちには聖職者としての身分は保証されなかったことを付け
加えておきます。
　さて、私のゼミナールではここ数年、18世紀以降の英米の女性作家の系
譜をテーマに扱ってきました。その中で私が伝えたかったことは、私たちの
今日はこれまでに生きた人々が有名無名にかかわらず身を賭して闘い、生き
抜き、営々と築いてきた歴史の上にあるということを知り受け止めることの
上に立ち、私たちは何を残し未来の世代に託していくのか、そういった意識
や自覚を持つきっかけになってほしいということです。
　私はこの短大で未来を託す素晴らしい学生の皆さんに出会えたこと、そし
て教員としての最後をここで迎えることができたことを幸せにまた誇りに
思っています。
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　最後に尊敬する黒人戯曲家オーガスト・ウィルソン (August Wilson, 
1945-2005)の言葉を送ります。“Everybody has his own song.” （人は皆自
分だけの歌を持っている。）
　皆さんのご活躍を心よりお祈り致します。ありがとうございました。
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